
に
、
南
か
ら
の
暖
か
く
湿
っ
た
空

気
が
流
れ
込
み
ま
し
た
（
気
象
庁

発
表
）。

　
さ
ら
に
、
日
射
し
の
影
響
で
地

表
の
気
温
が
上
昇
。
東
海
地
方
か

ら
東
北
地
方
に
か
け
て
、
大
気
の

状
態
が
非
常
に
不
安
定
に
な
り
、

落
雷
や
突
風
、
降こ

う

雹ひ
ょ
う

を
伴
う
発
達

し
た
積
乱
雲
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
被
害
の
最
も
大
き
か
っ
た
、
つ

く
ば
市
の
こ
の
日
の
最
高
気
温
も

平
年
よ
り
4.5
度
高
く
、
６
月
下
旬

並
み
の
25.

８
度
。
上
空
と
の
気

温
差
は
約
47
度
で
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
常
総
市
か
ら
つ
く

ば
市
に
か
け
て
発
生
し
た
竜
巻
の

親
雲
が
、
ス
ー
パ
ー
セ
ル
（
巨
大

積
乱
雲
）
と
呼
ば
れ
る
発
達
し
た

積
乱
雲
に
見
ら
れ
る
特
徴
を
持
っ

て
い
た
こ
と
が
判
り
ま
し
た
（
気

象
庁
発
表
）。
ス
ー
パ
ー
セ
ル
は
、

内
部
の
上
昇
流
域
に
数
㎞
～
10
㎞

程
度
の
低
気
圧
（
メ
ソ
サ
イ
ク
ロ

ン
）
を
持
ち
、
比
較
的
寿
命
が
長

く
、
豪
雨
や
雹

ひ
ょ
う

、
竜
巻
な
ど
の
激

し
い
気
象
現
象
を
も
た
ら
す
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

竜
巻
は
、
発
生

の
詳
し
い
メ
カ

ニ
ズ
ム
と
発
達
の
き
っ
か
け
が
解

明
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
加
え
、

発
生
時
間
が
短
く
、
急
激
に
発

達
・
衰
退
す
る
局
地
的
な
気
象
現
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地
表
と
上
空
と
の
温

度
差
が
大
き
く
な
る

夏
場
に
多
く
見
ら
れ
る
積
乱
雲
の

下
で
、地
表
か
ら
積
乱
雲
（
親
雲
）

へ
と
細
長
く
延
び
、
高
速
で
回
転

す
る
渦
巻
き
状
の
上
昇
気
流
「
竜

巻
」

　
そ
の
竜
巻
が
、５
月
６
日
（
日
）

正
午
過
ぎ
頃
か
ら
、
茨
城
県
か
ら

栃
木
県
に
か
け
て
少
な
く
と
も
３

つ
発
生
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
同
方
向

の
北
東
に
進
み
、
両
県
合
わ
せ
て

死
者
１
人
・
負
傷
者
52
人
・
建
物

被
害
２,
３
１
３
棟
（
５
月
24
日

現
在
）
に
も
上
る
、
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
筑
西
市
玉
戸
で
発
生
し
、
桜
川

市
門
毛
に
ま
で
及
ん
だ
竜
巻
の
被

害
範
囲
は
、
長
さ
約
21
㎞
・
幅

約
６
０
０
ｍ
に
も
お
よ
び
、

負
傷
者
２
人
・
家
屋
損

壊
82
棟
（
半
壊
住

家
１
棟
／
一

部
損
壊

だ
け
の
気
象
現
象
で
、
日
本
の
よ

う
な
温
暖
な
気
候
の
国
に
は
発
生

し
な
い
も
の
と
思
い
込
ん
で
し
ま

い
が
ち
で
し
た
。

　
な
ぜ
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
の
竜
巻

が
発
生
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
竜

巻
発
生
の
詳
し
い
メ
カ
ニ
ズ
ム

は
、
ま
だ
判
っ
て
い
な
い
よ
う
で

す
が
、
竜
巻
は
積
乱
雲
の
下
で
発

生
し
ま
す
。

　
地
表
が
温
め
ら
れ
る
こ
と
で
、

地
表
近
く
の
空
気
は
軽
く
な
り
、

一
方
で
上
空
に
寒
気
が
張
り
出
し

て
く
る
と
、
地
表
の
軽
く
な
っ
た

空
気
と
上
空
の
冷
た
く
重
い
空
気

が
均
衡
を
保
と
う
と
し
て
、
急
激

に
入
れ
替
わ
り
ま
す
。
そ
の
時
、

上
昇
気
流
が
発
生
し
空
気
が
ぶ
つ

か
り
合
っ
て
雲
が
発
生
し
、
そ
の

雲
が
成
長
し
て
積
乱
雲
と
な
り
ま

す
。そ
の
積
乱
雲
が
発
生
す
る
時
、

地
表
と
上
空
の
気
温
差
が
40
度
以

上
あ
る
と
巨
大
な
積
乱
雲
と
な

り
、そ
の
上
昇
気
流
が
渦
を
巻
き
、

竜
巻
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

当
日
、
日
本
列

島
の
上
空
に
は

氷
点
下
21
度
以
下
の
強
い
寒
気
が

流
れ
込
み
、
一
方
で
、
正
午
に
は

日
本
海
に
低
気
圧
が
あ
り
、
そ
の

低
気
圧
に
向
か
っ
て
、
東
日
本
か

ら
東
北
地
方
の
太
平
洋
側
を
中
心

住
家
29
棟
／
非
住
家
損
壊
52
棟
）

の
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
こ
の
竜
巻
の
強
さ
を
示
す
「
Ｆ

（
藤
田
）
ス
ケ
ー
ル
」
は
、F1
（
約

10
秒
間
の
平
均
風
速
33
～
49
ｍ
）

と
推
定
（
気
象
庁
発
表
）。

　
Ｆ
ス
ケ
ー
ル
は
、
強
い
順
か
ら

F5
～ 

F0
の
6
段
階
で
表
さ
れ
ま

す
。

　
ま
た
、
栃
木
県
真
岡
市
で
発
生

し
た
竜
巻
は
、益
子
町
・
茂
木
町
を

通
っ
て
、
被
害
は
本
県
の
常
陸
大

宮
市
ま
で
の
長
さ
約
31
㎞
・
幅
約

６
５
０
ｍ
に
及
び
ま
し
た
。
こ
の

竜
巻
の
強
さ
は
、
複
数
の
住
家
の

全
壊
・
屋
根
瓦
の
飛
散
・
ガ
ラ
ス

窓
の
割
れ
な
ど
か
ら
F1
～
F2
と
推

定
さ
れ
ま
し
た（
気
象
庁
発
表
）。

　
さ
ら
に
、
常
総
市
で
発
生
し
、

つ
く
ば
市
に
死
者
１
人
を
含
む
大

き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
竜
巻
の

強
さ
は
F2
と
推
定（
気
象
庁
発
表
）

さ
れ
、
被
害
範
囲
は
長
さ
約
17

㎞
・
幅
約
５
０
０
ｍ
に
及
び
ま
し

た
。
今
回
、
同
時
間
帯
に
発
生
し

た
3
つ
の
竜
巻
の
う
ち
、
こ
の
竜

巻
が
最
も
大
き
な
被
害
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。

今
ま
で
、

こ
の
よ
う

な
巨
大
竜
巻

は
、
ア
メ

リ
カ

象
の
た
め
、
現
在
の
観
測
・
予
測

技
術
で
は
、
正
確
な
発
生
予
測
と

進
路
予
測
が
非
常
に
難
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　
気
象
庁
は
、
半
日
～
1
日
前
に

「
気
象
情
報
」を
、数
時
間
前
に「
雷

注
意
報
」
を
、
そ
し
て
0
～
1
時

間
前
に
「
竜
巻
注
意
情
報
」
な
ど
、

竜
巻
発
生
の
可
能
性
に
応
じ
て
段

階
的
に
発
表
し
ま
す
。
そ
の
情
報

は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
気
象
庁

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
提
供
さ

れ
ま
す
。

「
真
っ
黒

い
雲
が
近

づ
き
、
周
囲
が
急
に
暗
く
な
る
。」

「
ヒ
ヤ
ッ
と
し
た
冷
た
い
風
が
吹

き
出
す
。」「
大
粒
の
雨
や
雹

ひ
ょ
う

が
降

り
出
す
。」
な
ど
の
、
発
達
し
た

積
乱
雲
が
近
づ
く
兆
し
が
あ
る
場

合
に
は
、
頑
丈
な
建
物
内
に
移
動

す
る
な
ど
安
全
確
保
に
努
め
て
く

だ
さ
い
。

　
特
に
、
人
が
大
勢
集
ま
る
屋
外

行
事
、
高
所
・
ク
レ
ー
ン
・
足
場

な
ど
で
の
作
業
の
よ
う
に
、
安
全

確
保
に
あ
る
程
度
の
時
間
を
要
す

る
場
合
は
、
早
め
の
避
難
開
始
を

心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　
竜
巻
が
間
近
に
迫
っ
た
時
、
屋

外
で
は
、
頑
丈
な
構
造
物
の
物
陰

に
入
っ
て
身
を
小
さ
く
す
る
。

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
閉
め
る
。
物
置
や

丈
夫
な
机
や
テ
ー
ブ
ル
の
下
に
入

り
、
身
を
小
さ
く
し
て
頭
と
首
を

守
る
な
ど
、
す
ぐ
に
身
を
守
る
た

め
の
行
動
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

車
庫
・
プ
レ
ハ
ブ
の
中
は
危
険
。

　
屋
内
で
は
、
窓
や
ガ
ラ
ス
の
な

い
部
屋
・
廊
下
・
地
下
室
・

最
下
階
に
移
動
す
る
、

雨

戸
・

シ

ャ

ッ

タ
ー
・
窓
・
カ
ー

テ
ン
を
閉

め
る
、

F1
（

　
）
ク
ラ
ス
の
竜
巻
が
桜
川
市
を
襲
う

茨
城
・
栃
木
で
同
時
間
帯
に
３
つ
の
竜
巻
が
発
生

「
竜
巻
に
よ
る
建
物
な
ど
の
被
害

は
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

身
の
安
全
を
守
る
た
め
の
対
策
は

可
能
で
す
。」

Ｆスケ
ー
ル

竜
巻

発
生

気
温
差

局
地
的

安
全
確
保

竜巻には、しばしば親雲（竜巻の母体となる積乱雲や積雲）から

地表に向かって延びる、漏斗状や柱状の「漏
ろう

斗
と

雲
うん

」が伴います。

今回、関東北部を襲った竜巻にも親雲の底から垂れ下がるように

漏斗雲ができ、地表から巻き上げた水滴・ちりなどで、黒っぽく

漏斗雲の軸が見えました。


